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国 土 交 通 省
山形河川国道事務所

国道１３号南陽市の登坂車線1.8㎞が全線開通します
な ん よ う と は ん

～安全で円滑な交通を確保～

山形河川国道事務所では現在、国道１３号の南陽市赤湯地区において登坂
あか ゆ

車線整備（至山形市側）を行っています。
このたび、11月25日(水)に0.3㎞が完成し、1.8㎞全線が開通となることを

お知らせいたします。
今回の開通によって、登坂車線の合流部が急勾配区間から平地に移動する

ため、安全な合流が可能となるほか、当該箇所は冬季にスタックが発生する
区間でもあるため、待避スペース確保による通行障害回避の効果も期待され
ます。

■開通日時

令和２年１１月２５日（水）午前（式典はありません）
※現地の通行案内に従い、安全に走行願います。

■開通区間

山形県南陽市赤湯地内 延長０．３㎞

＜発表記者会：山形県政記者クラブ、山形建設業界専門紙 米沢記者倶楽部＞

【問い合わせ先】

■事業に関する問い合わせ
国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所
交通対策課長 舟山 太一郎

ふなやま た いちろう

TEL ０２３－６８８－８９４６（直通）

■工事に関する問い合わせ
国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所
米沢国道維持出張所長 阿部 進一

あ べ しんいち

TEL ０２３８－３７－５３００
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出展：国土地理院地図に登坂車線整備区間等を追記して明示

■開通区間位置図

写真①

●写真① 既存開通区間の大型車スタック状況

■現地状況等
●写真② 昨年度開通区間（県道からの合流部）

合流部が上り坂であり、大型車等がスムーズに合流できない 合流後、大型車等はそのまま登坂車線を利用

●写真③ 今年度開通区間

県道 国道13号 県道 国道13号

大型車の合流↓

ブレーキ↓

登坂車線でスタックした大型車
↓

↑ブレーキ

合流部が上り坂であり、大型車等がスムーズに合流できない

大型車の合流↓

走行車線は
↓通行可能

合流部が平坦部に移動するため、安全な合流が可能となる

登坂車線開通済み区間のため、通行止め回避（Ｈ２８）



整備後

既設登坂車線

①現況合流部は上り急勾配区間に位置す
るため、大型車等がスムーズに合流できず
、急ブレーキの危険挙動が発生
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②冬期間にスタックが発生し
た場合に、待避スペースが無
いため、通行規制等が発生
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既設登坂車線 今回開通区間0.3㎞
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②冬期間にスタックが発生し
た場合、登坂車線を待避ス
ペースとして活用可能に

①合流部が平地であり、
安全な合流が可能に
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■幅員構成

■今回開通区間0.3㎞に期待される効果
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